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本
研
究
は
、
歴
史
文
化
観
光
の
市
場

構
造
の
把
握
と
そ
の
振
興
施
策
に
関
す
る

課
題
整
理
を
目
的
に
２
０
１
４
年
度
（
平

成
26
年
度
）
か
ら
２
年
度
に
わ
た
り
進
め

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
訪
日
市
場
お
よ
び

国
内
宿
泊
旅
行
市
場
に
お
け
る
歴
史
文

化
観
光
の
市
場
構
造
に
つ
い
て
は
調
査
を

行
い
、
本
誌
２
２
５
号
（
２
０
１
５
年
４

月
）
に
も
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ

ら
市
場
構
造
の
調
査
と
並
行
し
て
、

①
歴
史
文
化
観
光
施
策
の
変
遷
に
つ
い
て

の
把
握

②
国
・
自
治
体
に
お
け
る
歴
史
文
化
観

光
施
策
の
財
源
に
関
す
る
把
握

「
歴
史
文
化
観
光
と
そ
の
振
興
施
策
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」を
終
え
て

公
益
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交
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社
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経
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研
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長
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主
席
研
究
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③
観
光
関
係
部
署
と
文
化
財
関
係
部
署

が
同
一
部
局
に
置
く
自
治
体
に
お
け
る

連
携
効
果
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
行
っ
て
お
り
、

本
稿
で
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。最

後
に
、
日
本
各
地
の
歴
史
観
光
地
で
の
視

察
結
果
を
踏
ま
え
て
、歴
史
文
化
観
光
施

策
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
歴
史
文
化
観
光
施
策
・
観
光

財
源
に
関
す
る
情
報
収
集
・
整
理
に
つ
い

て
は
、
石
山
千
代
客
員
研
究
員
の
協
力
を

得
て
進
め
て
い
る
。

1
歴
史
文
化
観
光
施
策
の
変
遷

本
研
究
で
は
、
１
９
６
８
年
（
昭
和
43

年
）
の
文
化
庁
設
置
か
ら
現
代
に
か
け
て

の
観
光
に
関
わ
り
が
深
い
主
な
施
策
に
つ

い
て
文
化
庁
を
中
心
に
整
理
を
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
試
み
に
施
策
動
向
を
８
つ

の
流
れ
に
分
け
て
捉
え
て
い
る（
表
１
）。

詳
細
は
お
く
と
し
て
、
総
じ
て
言
え
ば
、

観
光
関
連
施
策
の
対
象
と
な
る
文
化
財
の

裾
野
は
広
が
っ
て
お
り
、
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
、
文
化
的
景
観
、登
録

有
形
文
化
財
、歴
史
文
化
基
本
構
想
な
ど

の
形
で
、
個
別
の
文
化
財
を
面
的
、
包
括

的
に
捉
え
直
す
方
向
に
深
化
し
て
き
た
。

こ
の
間
、高
度
成
長
期
を
経
た
観
光
市

場
の
発
達
や
、
世
界
遺
産
ブ
ー
ム
な
ど
に

よ
っ
て
、
歴
史
文
化
財
の
経
済
的
価
値
も

認
識
さ
れ
て
い
く
。
近
年
は
地
域
振
興
へ

の
期
待
も
あ
り
、
保
全
を
中
心
と
し
た
施

策
か
ら
文
化
財
活
用
の
視
点
が
強
調
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

2
歴
史
文
化
観
光
に
関
す
る

予
算
の
推
移

文
化
財
の
裾
野
が
広
が
る
こ
と
で
、
歴

史
文
化
観
光
施
策
の
守
備
範
囲
も
広
が

っ
た
が
、
歴
史
文
化
観
光
関
連
の
予
算
が

比
例
的
に
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
特

に
、
自
治
体
に
お
い
て
は
財
政
緊
縮
の
影

響
か
ら
長
期
的
な
減
少
が
続
い
て
い
る
の

が
実
態
で
あ
る
。

政
府
全
体
の
観
光
関
連
予
算
規
模
自
体

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
を
中
心
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
２
０
１
５
年
度（
平
成
27
年
度
）

は
３
０
０
４
億
円
と
な
っ
て
い
る（
図
１
）。

そ
の
う
ち
文
化
庁
分
は
８
０
８
億
円
で
、

こ
の
う
ち
文
化
財
関
連
は
４
４
４
億
円
を

占
め
る
。こ
の
額
は
２
０
０
８
年
度（
平
成

20
年
度
）
以
降
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。な
お
、こ
の
間
の
観
光
庁
予
算

も
横
ば
い
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
で
１
０
４
億
円
で
あ
る
。

   

一
方
、文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
主
体
的

に
担
う
こ
と
と
な
る
自
治
体
の
文
化
関
係

経
費
は
、
都
道
府
県
で
１
９
９
２
年
度

（
平
成
４
年
度
）
の
２
５
２
３
億
円
か
ら
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施策動向 主な政策

①�町並み保存への世論の
高まりと面的保存制度の
創設

戦後の高度経済成長期は、国土開発の波を受けて歴史的集
落・町並みの保存が地域の課題となり、国が面的な保全に
乗り出した時代である。一方で、歴史地域の観光対象として
の経済的価値が向上した時期にも当たる。

S43～50 金沢市等で歴史的環境保全を目的とする条例制定
文化財保護法改正による伝統的建造物群保存地区制度
創設

②「活用」への取り組みと
　文化財の裾野の広がり

「保存」に力点が置かれてきた文化財行政が、平成に入り「活
用」への取り組みの幅を広げていく。平成8年の文化財保護
部長通知では、軽微な現状変更についての事務手続き簡素
化、所有者による活用計画の必要性、活用事例の評価と広
報等の必要性が示された。文化財の裾野を広めるため、届
け出制による登録有形文化財制度が創設される。

H1～8

H8
H11

史跡等活用特別事業（ふるさと歴史の広場事業）（文化
庁）
文化財保護部長通知「重要文化財（建造物）の活用につ
いて」
登録有形文化財制度創設
重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針（文化庁）

③世界遺産条約批准後の
　動き

世界遺産登録を契機に観光客数が急増するなど、その経済
的価値が認識された。世界遺産登録運動が各地で起きる中
で、「顕著な普遍的価値」やコア・エリアとバッファーゾーン
の保護施策の重要性が意識される結果となった。

H4 世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約（世界
遺産条約）批准

④「文化的景観」という
　概念の導入

地域の生活・産業・風土等により形成された景観を文化財と
して保護対象とする動き。重要文化的景観として選定される
と、各種事業への補助や税制優遇措置がある。景観の保全
は主に景観法で担保される。選定箇所には観光客がほとん
ど訪れていない地域も多く含まれる。

H16 文化財保護法改正による「文化的景観」制度創設

⑤NPOや住民との協働、
　支援のための施策展開

文化財建造物を活動の場としながら地域の発展に寄与し
たいNPO法人や市民団体の増加、NPO法、指定管理者制度
等の導入等を背景に、文化財建造物の保存・活用に際して
NPOや住民との協働、支援が重視される。

H18～ NPOによる文化財建造物活用モデル事業（文化庁）

⑥�文化財の総合的な把握、
歴史文化基本構想に向
けた動き

地域の中で一定のテーマを設定し、複数の文化財を指定・
未指定に関わらず幅広く捉えて把握し、文化財の周辺環境ま
でを含めて総合的に保存・活用していくという問題意識から
「歴史文化基本構想」が提唱される。

H20～22
H24

文化財総合的把握モデル事業（文化庁）
「歴史文化基本構想」策定のための技術指針の作成

⑦法定計画化と
　省庁間連携の促進

「歴史文化基本構想」を踏まえ「歴史的風致維持向上計画」
を策定することが望ましいとされるが、実際に事業費が付き
法律上の特例措置を受けられるのは後者のため、計画のみ
策定・認定を受ける自治体も少なくない。認定計画に基づく
事業には、社会資本整備総合交付金から手厚い支援がある。

H20 地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律
（通称「歴史まちづくり法」）（文化庁、農水省、国交省の
共管）

⑧観光振興・地域活性化に
　資する補助事業

平成23年に閣議決定された「文化芸術の振興に関する基本
的な方針（第3次基本方針）」を背景に、文化振興とともに
観光振興および地域活性化を推進する事業がスタートする。
「観光」を含む事業は平成24年で終了したが、地域活性化事
業、史跡等総合活用整備事業といった形で継続している。

H20

H23～24

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第3次基本方針）
（有形・無形の文化芸術資源を、地域振興、観光・産業振
興等に活用するための取組を進める旨が盛り込まれる）
文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（文化庁）

２
０
１
３
年
度（
平
成
25
年
度
）

に
は
８
１
１
億
円
へ
、市
区
町
村

は
平
成
４
年
度
の
５
６
９
２
億

円
か
ら
平
成
25
年
度
に
は

２
８
２
７
億
円
へ
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
る（
図
２
）。

つ
ま
り
一
文
化
財
当
た
り
の

保
全
・
活
用
の
た
め
の
財
源
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、行
政
の
補

助
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
も

の
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
観
光
客
を
収
受
対
象
と
す

る
事
業
展
開
（
例
え
ば
、
駐
車
場
収
入
、

物
販
・
飲
食
、
宿
坊
経
営
や
ユ
ニ
ー
ク
べ

ニ
ュ
ー
提
供
、
ガ
イ
ド
料
、
入
館
料
・
拝

観
料
、協
力
金
な
ど
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
組

織
な
ど
に
よ
る
非
営
利
の
支
援
活
動
な
ど

の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
国
に
お
け
る
文
化
庁
、
農
水
省
、

国
交
省
共
管
に
よ
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
い
て
も
縦
割
り

を
排
し
た
横
断
的
で
総
合
的
な
歴
史
文
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表１ 歴史文化観光関連施策の動向

図１ 観光関連予算案額（政府全体）の推移（H20-27年度）

＊各種資料より石山が作成した表をもとに塩谷が要約した

出典：「平成27年度観光関連予算」（観光庁）
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化
観
光
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

3
観
光
関
係
部
署
と

文
化
財
関
係
部
署
と
の

連
携
効
果
調
査

歴
史
文
化
観
光
の
推
進
に
際
し
て
は
、

観
光
関
係
部
署
と
文
化
財
関
係
部
署
と
の

連
携
が
重
要
だ
が
、
地
方
自
治
体
の
組
織

体
制
と
し
て
は
、
観
光
関
係
部
署
は
首
長

部
局
、文
化
財
関
係
部
署
は
教
育
委
員
会

内
の
文
化
財
課
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
両
者
が
同
部
局
に
設

置
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
も
い
く
つ
か

出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は

こ
う
し
た
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
両
部
局
の
施
策
連
携
の
実
態
と
、

連
携
効
果
な
ど
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た

（
表
２
）。

図
３
に
挙
げ
た
よ
う
に
、歴
史
文
化
観

光
に
係
る
諸
課
題
の
う
ち
、
同
一
部
局
に

な
っ
て
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
は
、

「
３
．歴
史
文
化
資
源
へ
の
観
光
客
数
を
増

や
す
必
要
」「
９
．地
域
側
の
歴
史
文
化
観

光
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
し
て
い
く
必

要
」
が
各
６
件
、「
８
．行
政
側
の
歴
史
文
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表２ 観光関係部署と文化財関係部署
との連携効果調査の概要

　「地方における文化行政の状況について」
（H20-26）と各自治体ホームページ組織図
をもとに、都道府県・政令指定都市・中核
市の中で観光関係部署と文化財関係部署
が既に同一部局に設置されている地方自治
体を抽出した上で、当該部局のうち、文化財
保護を所管している部署を抽出した。その7
自治体を対象に、文献調査およびアンケー
ト調査を実施した。
調査時期：平成27年2月
回答自治体： 6県市（福井県、札幌市、堺市、

高松市、福岡市、長崎市）
調査内容：観光分野と文化財分野の施策連

携の実態、効果的な推進のため
の課題など

図２ 都道府県・市区町村の文化関係経費の推移（H4-25年度）

図３ 歴史文化観光施策に係る近年の課題改善の兆し（同部局になって以降）

出典：「地方における文化行政の状況について」（平成27年9月文化庁）
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大いにあてはまる　　　あてはまる　　　あてはまらない　　　無回答

1. 歴史文化観光の対象となる資源の把握・抽出を進める必要

2. 観光活用と資源保護のバランスを取る必要

3. 歴史文化資源への観光客数を増やす必要

4.特定の歴史文化資源以外にも観光客を誘導する必要

5. 歴史文化資源への観光客が特定の時期に集中しており、分散させる必要

6. 歴史文化資源所有者から観光活用への理解を得る必要

7. 歴史文化観光による地域への経済効果を高める必要

8.行政側の歴史文化観光の担い手を確保・育成していく必要

9. 地域側の歴史文化観光の担い手を確保・育成していく必要

10. 歴史文化観光の推進に係る自主財源を増やす必要

11. 歴史文化観光の推進に係る国や県の補助金が乏しい・使いづらい

回答自治体数（実数）

3

1 3 2

1 5

2 2
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2

2
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3
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60

化
観
光
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
し
て
い

く
必
要
」「
10
．歴
史
文
化
観
光
の
推
進
に

係
る
自
主
財
源
を
増
や
す
必
要
」
が
各
５

件
と
な
っ
て
い
る（「
大
い
に
あ
て
は
ま
る
」

＋「
あ
て
は
ま
る
」）。
歴
史
文
化
資
源
の
周

辺
も
含
め
た
観
光
振
興
が
促
進
さ
れ
て
い

が
そ
れ
ら
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
事
業
」「
期
間
限
定
の
文
化
財
特
別
公

開
（
歴
史
的
建
造
物
、
庭
園
な
ど
）」「
城

郭
活
用
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
休
憩
施

設
な
ど
を
連
携
し
て
整
備
」
と
い
っ
た
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

連
携
し
た
企
画
や
情
報
発
信
な
ど
が

効
果
的
に
推
進
し
や
す
く
な
る
一
方
で
、

保
存
と
活
用
の
立
場
が
同
一
部
局
に
な
る

こ
と
の
難
し
さ
、
教
育
現
場
と
の
連
携
が

し
づ
ら
く
な
る
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
挙

げ
る
回
答
も
あ
り
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま

観光文化229号 April 2016

る
他
、
人
材
育
成
や
連
携
事
業
な
ど
に
お

い
て
効
果
的
な
財
源
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

「
観
光
関
係
部
署
と
文
化
財
関
係
部
署

が
連
携
し
て
現
在
行
っ
て
い
る
主
要
な
事

業
」
の
具
体
例
と
し
て
は
、「
文
化
財
関

係
課
が
秘
仏
を
公
開
し
、
観
光
関
係
課

図４ 京都と比べたその歴史文化観光地の魅力と課題
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魅力的な歴史文化資源がある

自然が豊か

歴史情緒を感じさせる

散策に適している

その地域ならではの食の魅力

歴史上の人物ゆかりの地

温泉や宿泊地が近い

町の大きさが程良い

交通のアクセスが良い

その土地ならではの土産品

あまり混雑しない

住民が歴史や文化を大切にしている

花見や紅葉を楽しめる

素朴なおもてなし

御利益・霊験がある

観光費用が割安

歴史文学・歌や映画・ドラマ・アニメ等の舞台

魅力的な年中行事や祭事

魅力的な伝統芸能がある

【京都と比べたその歴史文化観光地の魅力（複数回答）】

【京都と比べたその歴史文化観光地の課題（複数回答）】

％0 20 40 60

観光地までの交通が不便

良い飲食店が少ない

観光地の中での交通が不便

情報発信が不足している

歴史文化資源がまばら

良い宿泊施設が少ない

夜に楽しめる場所が少ない

町に活気がない

観光資源がまばらで観光コースが組みにくい

良い土産品が少ない

資源性の割に入場料が高い

歩道が安全でない

歴史文化資源の魅力が相対的に低い

モバイル環境が貧弱

観光に従事する人のおもてなしが良くない

歴史文化資源の保管状態が不十分

誘っても一緒に行きたい人が少なかった

％0 10 20 30

高関心度層
中関心度層

高関心度層
中関心度層

高関心度層：「歴史文化観光地への旅行」に「非常に関心がある」層。中関心度層：「ある程度関心がある」層。
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61 観光研究最前線（1）◉「歴史文化観光とその振興施策に関する基礎的研究」を終えて

え
た
新
た
な
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

4
現
地
調
査
に
見
る

歴
史
文
化
観
光
市
場
と

施
策
の
対
応
に
関
す
る
課
題

本
研
究
で
は
地
方
の
歴
史
文
化
観
光
地

振
興
の
視
点
か
ら
、
い
く
つ
か
の
視
察
調

査
と
自
治
体
の
文
化
財
部
署
・
観
光
部

署
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
以
下
、
市
場
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
上
で
、
現
地
調
査
で
改
め
て
感
じ
た
施

策
と
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
魅
力
を
伝

え
る
上
で
利
用
者
の
視
点
の
欠
落
、
個
人

客
に
対
応
し
た
受
入
態
勢
の
不
備
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
る
。

①
歴
史
文
化
資
源
と
そ
の
世
界
観
が

持
つ
魅
力
の
伝
達
に
つ
い
て

国
内
市
場
の
調
査
で
は
、
訪
問
経
験

率
が
極
め
て
高
い
歴
史
文
化
観
光
地
で
あ

る
京
都
と
比
べ
た
地
方
の
歴
史
文
化
観
光

地
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

る
。例
え
ば
、「
歴
史
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
」

か
否
か
は
、
特
に
高
関
心
度
層
に
お
い
て

地
方
の
歴
史
文
化
観
光
地
の
「
京
都
」
に

比
べ
た
大
き
な
差
別
化
要
因
と
な
っ
て
い

る（
図
４
）。

と
こ
ろ
が
、
現
地
に
行
く
と
、
例
え
ば

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
歴
史
的

建
造
物
の
周
り
を
ブ
ー
ム
を
当
て
込
ん
だ

背
の
高
い
土
産
店
が
ぐ
る
り
と
取
り
囲
ん

で
い
た
り
、
山
門
の
階
段
を
上
っ
た
先
の

芝
刈
り
機
の
音
な
ど
、
歴
史
文
化
財
が
持

つ
世
界
観
に
没
頭
で
き
な
い
事
例
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
に
あ
る
。

ま
た
、保
存
への
配
慮
が
強
す
ぎ
て
、文

化
財
本
来
の
魅
力
が
感
じ
取
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
世
界
遺
産

で
あ
る
平
泉
の
金
色
堂
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
覆
堂
の
中
で
さ
ら
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
で

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
通
路
か
ら
の
視
野
は

限
定
的
で
、
絢け

ん
ら
ん爛

た
る
天
井
部
分
や
柱
上

部
に
施
さ
れ
た
螺ら

鈿で
ん

細
工
な
ど
が
立
体
的

に
捉
え
に
く
い
。今
後
東
北
へ
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
う

に
は
、
継
続
的
な
修
復
を
前
提
に
し
つ
つ
、

魅
力
を
伝
え
る
展
示
方
法
へ
の
工
夫
も
必

要
と
な
ろ
う
。

②
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
不
備
に
つ
い
て

京
都
と
比
べ
た
課
題
と
し
て
多
く
挙
げ

ら
れ
た
点
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
。
こ

れ
は
特
に
歴
史
文
化
観
光
市
場
の
コ
ア
層

に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
大
き

な
課
題
と
言
え
る
。

各
地
の
文
化
財
を
視
察
す
る
際
に
は
、

現
地
ま
で
の
足
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
や
路

線
バ
ス
の
本
数
が
利
用
し
た
い
時
間
帯
に

少
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
目
立
っ
た
。レ
ン

タ
カ
ー
利
用
に
つ
い
て
も
、
あ
る
陶
器
で

著
名
な
街
で
は
、
観
光
客
用
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
態
は

地
元
の
カ
ー
ナ
ン
バ
ー
で
埋
ま
っ
て
い
た
。

ま
た
、歴
史
文
化
観
光
地
を
徒
歩
で
回

遊
す
る
場
合
に
、
歩
車
分
離
さ
れ
て
い
な

い
区
間
が
目
立
つ
こ
と
も
課
題
で
あ
り
、

安
全
性
を
確
保
し
て
歴
史
の
世
界
観
に
集

中
で
き
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
は
、「
電
動
ア
シ
ス
ト
付
」

へ
の
ニ
ー
ズ
の
ほ
う
が
「
ア
シ
ス
ト
無
し
」

よ
り
も
20
代
を
除
く
と
大
き
い
が
、
十
分

に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
い
。
特

に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
歴
史
文
化
観

光
地
で
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

交
通
以
外
で
も
、社
会
教
育
施
設
の
指

定
管
理
者
が
観
光
客
へ
の
応
対
に
注
力
し

な
い
ケ
ー
ス
な
ど
、
観
光
施
設
の
も
て
な

し
に
も
多
く
の
課
題
が
見
受
け
ら
れ
た
。

観
光
客
の
消
費
の
受
け
皿
と
な
る
施
設

（
宿
泊
、
飲
食
、
物
販
な
ど
）
に
関
し
て
も
、

個
人
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
い

施
設
が
少
な
く
な
い
印
象
を
受
け
た
。

③
観
光
部
署
と
文
化
財
部
署
の
連
携
の

重
要
性

①
②
で
述
べ
た
交
通
や
受
入
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
課
題
は
、
例
え
ば
高
山
、
金
沢
、

宮
島
、
函
館
と
い
っ
た
一
定
規
模
以
上
の

観
光
地
で
は
、
観
光
客
に
供
す
る
交
通
や

サ
ー
ビ
ス
が
事
業
化
・
産
業
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
課
題
と
感
じ
る
場
面
は

少
な
い
。

入
込
規
模
が
小
さ
い
観
光
地
で
は
、
安

全
性
や
世
界
観
の
保
全
に
留
意
し
つ
つ
、

地
元
住
民
向
け
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
、
観
光
客
と
共
有
す
る
こ
と

で
効
果
的
に
活
か
し
て
い
く
視
点
が
一
層

重
要
と
な
ろ
う
。

歴
史
文
化
観
光
に
関
す
る
施
策
の
課
題

の
多
く
は
、
観
光
客
の
視
点
か
ら
点
検
す

る
こ
と
で
改
善
さ
れ
る
面
が
大
き
い
。
し

か
し
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
は
観
光

部
署
と
文
化
財
部
署
の
連
携
関
係
は
弱
い
。

入
込
規
模
が
小
さ
い
自
治
体
ほ
ど
効
率
的

な
財
源
活
用
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
観
光

部
署
・
文
化
財
部
署
を
軸
に
、
交
通
や
都

市
計
画
部
署
な
ど
も
含
め
た
利
用
者
目

線
で
の
歴
史
文
化
観
光
地
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）
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